
 

                                

【
史
料
１
】 

『
高
僧
伝
』
巻
九
「
単
道
開
」
伝
（
梁
・
六
世
前
半 

慧
皎 

撰
） 

 

「
晋
の
昇
平
三
年
（
三
五
九
）
に
至
り
、
春
秋
百
余
歳
に
し
て
山
舎
に
お
い
て
卒
す
。
弟
子
に
勅
し
て
屍
を
も
っ

て
石
穴
の
中
に
置
か
し
む
。…

晋
の
興
寧
元
年
（
三
六
三
）
、
陳
郡
の
袁
宏
、
南
海
太
守
と
為
る
。
弟
の
頴
叔
お

よ
び
沙
門
支
法
防
と
と
も
に
羅
浮
山
に
登
る
。
石
室
の
口
に
至
り
、
開
く
に
形
骸
お
よ
び
香
火
瓦
器
な
お
存

す
る
を
見
る
。
宏
い
わ
く
、
法
師
の
業
行
殊
群
な
り
。
正
に
ま
さ
に
蝉
蛻
（
せ
ん
ぜ
い
）
の
ご
と
く
な
る
べ
き
の
み
、

と
。
」 

 

※
蝉
蛻…

道
教
に
お
い
て
仙
人
に
な
る
方
法
の
ひ
と
つ
。
セ
ミ
が
抜
け
殻
を
残
し
て
飛
び
去
る
よ
う
に
仙
人
に
な
る
こ
と
。
こ
の

よ
う
な
仙
人
を
、
「
尸
解
仙
（
し
か
い
せ
ん
）」
と
い
う
。 

【
肖
像
と
肉
身
像
、
加
漆
肉
身
像
、
遺
灰
像
】 

本
来
、
肖
像
と
い
う
も
の
は
、
モ
デ
ル
に
似
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
芸
術
で
あ
り
、
そ
れ
は
洋
の
東
西
、
時
の
古
今
を
問

わ
な
い
。
そ
し
て
、
モ
デ
ル
本
人
に
よ
り
近
く
似
せ
る
と
い
う
こ
と
を
突
き
詰
め
れ
ば
、
本
人
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

そ
の
意
味
で
、
肉
身
像
、
す
な
わ
ち
ミ
イ
ラ
こ
そ
は
本
人
そ
の
も
の
で
あ
り
、「
本
人
の
死
後
も
残
る
本
人
」
と
し
て
、
こ

れ
よ
り
理
想
的
な
肖
像
は
な
い
。
紀
元
前
よ
り
ミ
イ
ラ
づ
く
り
に
長
け
、
そ
の
う
え
土
葬
を
重
ん
じ
て
き
た
中
国
で
は
、
仏
教

伝
来
以
降
も
土
葬
を
背
景
と
し
た
肉
身
像
の
制
作
を
続
け
て
き
た
。
さ
ら
に
、
唐
代
８
世
紀
に
は
、
補
強
と
装
飾
を
目
的
と
し

て
、
像
の
表
面
に
漆
を
加
え
た
加
漆
肉
身
像
に
発
展
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
西
方
由
来
の
火
葬
を
背
景
と
し
た
遺
灰
像
の
制
作

も
、
遅
く
と
も
８
世
紀
中
頃
に
は
始
ま
っ
て
い
る
。 

中
国
に
は
そ
の
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
像
は
ほ
ぼ
現
存
し
て
い
な
い
が
、
奈
良
・
唐
招
提
寺
の
鑑
真
像
こ
そ
、
そ
う
し
た
状

況
を
う
か
が
わ
せ
る
格
好
の
資
料
に
他
な
ら
な
い
。
日
本
の
肖
像
彫
刻
の
白
眉
と
さ
れ
る
こ
の
像
は
、
鑑
真
そ
の
人
も
、
造
像

を
思
い
立
っ
た
弟
子
た
ち
も
、
お
そ
ら
く
は
制
作
し
た
仏
師
た
ち
も
中
国
人
で
あ
り
、
中
国
唐
の
代
表
的
肖
像
彫
刻
と
み
る
べ

き
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

（脱活乾漆造）鑑真和上坐像 

天平宝字 7 年（763） 高さ 81.8 cm 

奈良・唐招提寺 

No.1 

※
中
国
に
お
け
る
肉
身
像
の
は
じ
ま
り 

※鑑真その人の生き写しと言わ
ざるを得ない徹底した写実。閉
じた目は左右の大きさが違う大
目小目、口ヒゲと顎ヒゲ、後頭
部のやや長めの髪にまじる白
髪、さらには少しよじれた耳の
毛まで克明に描きこんでいる。 

【
究
極
の
肖
像
と
は
何
か
？ 

ー
仏
教
に
お
け
る
ミ
イ
ラ
づ
く
り
を
知
る
ー
】 



 

（加漆肉身造？）慧能像 

唐・先天 2 年（713）頃？ 

広東省韶関市・南華寺 

  

【
史
料
２
】 

『
宋
高
僧
伝
』
巻
二
「
善
無
畏
」
伝
（
北
宋
・
九
八
八
年 

賛
寧 

撰
） 

 

「
開
元
二
十
三
年
（
七
三
五
）…

右
脇
し
て
足
を
累
（
か
さ
）
ね
、
奄
然
と
し
て
化
す
。
享
齢
九
十
九…

定
慧

（
じ
ょ
う
え
）
薫
ず
る
と
こ
ろ
、
全
身
不
壊
な
り
。
」 

 

※
定
慧…

戒
律
、
禅
定
、
智
慧
の
こ
と
。 

    

【
史
料
３
】 

『
宋
高
僧
伝
』
巻
十
八
「
後
僧
会
」
伝
（
北
宋
・
九
八
八
年 

賛
寧 

撰
） 

 

「躧
歩
（
し
ほ
）
の
間
、
立
って
息
絶
ゆ
。…

手
を
挙
げ
迎
揖
（
げ
い
ゆ
う
）
す
る
ご
と
く
、
足
跨
（
そ
く
か
）
し
て
行

か
ん
と
欲
す
る
に
似
た
り
。…

ほ
ぼ
傾
移
せ
ず
、
色
身
堅
牢
と
い
え
ど
も
、
而
も
彊
（
つ
よ
）
む
る
に
膠
漆
を
も

ち
い
た
り
。
」 

  

【
史
料
４
】 

『
宋
高
僧
伝
』
巻
八
「
慧
能
」
伝
（
北
宋
・
九
八
八
年 

賛
寧 

撰
） 

 

「
先
天
二
年
（
七
一
三
）
八
月
三
日
、
俄
然
と
し
て
示
疾
せ

り
。
異
香
室
に
満
ち
た
り
。…

又
、
能
の
端
形
は
以
て
散
ら

ず
し
て
入
禅
定
の
如
し
。
後
、
漆
布
を
加
え
た
り
。
」 

  

【
史
料
５
】 

『
宋
高
僧
伝
』
巻
二
十
五
「
遂
端
」
伝
（
北
宋
・
九
八
八
年 

賛
寧 

撰
） 

 

「
咸
通
二
年
（
八
六
一
）
、
た
ち
ま
ち
結
跏
趺
坐
し
て
而
し
て
化
す
。…

二
十
余
年
し
て
墳
塋
し
ば
し
ば
光
を

発
す
。
の
ち
開
き
て
こ
れ
を
見
る
に
、
形
質
生
き
る
が
ご
と
し
。
衆
、
迎
え
て
寺
に
還
り
、
漆
紵
を
も
って
こ
れ
を

飾
る
。 

今
、
真
身
院
と
号
し
存
す
。
」 

  

【
史
料
６
】 

『
宋
高
僧
伝
』
巻
二
十
二
「
王
羅
漢
」
伝
（
北
宋
・
九
八
八
年 

賛
寧 

撰
） 

 

「
開
宝
初
年
（
九
六
八
）
に
お
よ
び
、
六
月
の
内
に
た
ち
ま
ち
座
し
て
終
え
た
り
。
三
日
し
て
後
、
之
に
漆
布
す
。

た
ち
ま
ち
両
頬
の
間
に
咤
声
を
鳴
ら
す
聞
き
、
皆
、
潰
爛
す
と
い
う
。
」 

   

※
加
漆
肉
身
像
へ
の
発
展 

No.2 



 
（脱活乾漆造）如来坐像 

唐・8 世紀頃 

高さ 96.5 cm 

メトロポリタン美術館蔵 

（脱活乾漆造）如来坐像 

隋 6 世紀末～唐 7 世紀初 

高さ 99.5 cm 

フリーア美術館蔵 

                    

【
史
料
７
】 

『
宋
高
僧
伝
』
巻
十
九
「
無
相
」
伝
（
北
宋
・
九
八
八
年 

賛
寧 

撰
） 

 

「
至
徳
元
年
（
七
五
六
） …

無
疾
に
よ
り
示
滅
す
。…

そ
の
相
に
も
と
づ
く
舎
利
分
塑
の
真
形
、
爾
る
の
日
、
面

み
な
汗
を
流
す
。
」 

   

【
史
料
８
】 

『
東
征
伝
』
（
七
七
九
年 

淡
海
三
船 

撰
） 

 

「
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
、
癸
卯
の
春
、
弟
子
の
僧
忍
基
、
夢
に
講
堂
の
棟
梁
摧
折
す
る
を
見
る
。
窹
（
さ
）
め
て

而
し
て
驚
き
懼
れ
、
大
和
上
の
遷
化
の
相
を
欲
す
な
り
。
す
な
わ
ち
諸
弟
子
を
率
い
、
大
和
上
の
影
を
模
す
。

是
の
歳
の
五
月
六
日
、
結
跏
趺
坐
し
て
西
に
面
し
て
化
す
。
春
秋
七
十
六
。
化
し
て
後
三
日
す
る
も
頂
上
な

お
煖
（
あ
た
た
か
）
し
。
是
に
よ
り
て
久
し
く
殯
殮
（
ひ
ん
れ
ん
）
せ
ず
。
闍
維
に
至
り
て
香
気
山
に
満
つ
。
平
生

か
つ
て
僧
思
託
に
謂
い
て
言
う
。
我
も
し
終
え
れ
ば
願
わ
く
ば
坐
死
せ
ん
。
汝
、
我
が
た
め
に
、
戒
壇
院
に
お
い

て
別
に
影
堂
を
立
つ
べ
し
、
と
。
」 

 

【
参
考
文
献
】 

・
小
杉
一
雄
「
肉
身
像
及
遺
灰
像
の
研
究
」
『
東
洋
学
報
』
第
二
十
四
巻
、
一
九
三
七
年 

・
安
藤
更
生
『
鑒
真
大
和
上
伝
之
研
究
』
平
凡
社
、
一
九
六
〇
年 

・
小
杉
一
雄
『
中
国
仏
教
美
術
史
の
研
究
』
新
樹
社
、
一
九
八
〇
年
（
特
に
第
三
部
「
肖
像
研
究
」） 

・
小
杉
一
雄
「
鑑
真
和
上
の
弟
子
た
ち
は
和
上
を
ミ
イ
ラ
に
し
た
か
っ
た
の
だ
」『
奈
良
美
術
の
系
譜
』
平
凡
社
、
一
九
九
三
年 

・
松
本
昭
『
増
補 

日
本
の
ミ
イ
ラ
仏
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
二
年 

・
多
川
俊
映
、
今
津
節
生
ほ
か
『
阿
修
羅
像
の
ひ
み
つ
』
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
八
年 

・
国
立
科
学
博
物
館
編
『
ミ
イ
ラ―

永
遠
の
命
を
求
め
て
』
展
覧
会
図
録
、
二
〇
一
九
年 

 

 

 

 

※
火
葬
を
背
景
と
し
た
遺
灰
像 

※
鑑
真
像
制
作
の
経
緯 

No.3 


